
音響振動法を用いた高温における材料表界面劣化のリアルタイム分析装置の開発

により、材料が高温・腐食環境でどのように劣化していくかを理解する。 表面コーティ

ング手法の開発と、使用環境を模擬した雰囲気におけるコーティング材料表面の劣

化をリアルタイム分析し、一つ一つのニーズに合わせたコーティング方法の提案を

行う。 常識を超えた条件・方法によって生成するめっき表面の微細構造を精密に測

定し、プロセスにフィードバックすることによって新しい表面を作り込む。

新しい表面をつくる常識を超えためっき

表面と界面の分析と機能表面の創製

材料

金属材料表界面の劣化メカニズムを明らかにする。 金属材料の高温における耐高温腐食特性向上

を目指した表面改質をし、長く特性を維持できる材料の開発を行う。 電析（めっき）による機能表面

の創製で「平滑で美麗」というめっきの常識を覆し、新たな用途での活用を探索する。
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なし

技術のための科学を研究しています。 高温から低温まで材料表面のことでお困りの方は、

お気軽にご相談ください。

音響振動法高温リアルタイム劣化分析装置の商品化、

多孔質金属材料の開発。

高温での材料劣化診断、高温で使用出来る材料のカウンセリング・指導、めっき技術を中心とした金属表面

処理、Labviewによる制御プログラム開発。

音響振動法を用いた高温材料表面劣化リアルタイム

分析装置は世界でも類を見ない。

高温、”その場”での劣化診断が可能となり、ピンポイン

トでの劣化原因究明と対処方法の提案が可能となる。

基礎研究　応用段階

材料

高温耐食コーティングの開発、耐熱・耐高温腐食材料

の開発。

◆研究に関連した特許の出願、登録状況

◆製品化、事業化のイメージ

◆従来研究（技術）と比べての優位性

◆適応分野

◆研究のステージ

◆研究の新規性、独自性

◆研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆利用可能な設備、装置など

◆教員からのメッセージ

表面と界面の分析と機能表面の創製

高温アコースティックエミッション測定装置

高温ヤング率測定装置

その他
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